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導
入
の
段
階
で
は
短
期
間
と
し
、
日
数

制
限
な
ど
を
設
け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
な
お
、
本
書
式
例
で
は
、
回
数

と
利
用
日
数
の
上
限
を
定
め
て
い
ま

す
。
長
期
間
の
利
用
を
認
め
る
場
合
に

は
、
業
務
の
繁
閑
等
に
合
わ
せ
て
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
利
用
期
間
を
限
定

す
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

⑷　

滞
在
場
所
の
条
件
（
第
４
条
）

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
支
障
な
く
接
続
で
き
る

等
、
基
本
的
に
は
テ
レ
ワ
ー
ク
と
同
様

の
環
境
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
情
報
漏
洩
の
リ
ス
ク
等
の
観

点
か
ら
、
作
業
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
個
室

の
確
保
な
ど
を
条
件
と
す
る
こ
と
も
あ

り
得
ま
す
。

⑸　

申
請
（
第
５
条
）

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
期
間
中
の
所
定
労

働
日
に
お
い
て
、
時
間
単
位
や
半
日
の

有
休
を
取
得
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

た
め
、
本
書
式
例
で
は
、
申
請
に
あ
た

っ
て
有
休
の
取
得
予
定
と
勤
務
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
記
載
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
期
間
中
に

怪
我
な
ど
を
し
た
場
合
、
労
災
の
問
題

も
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
勤
務
時
間
中
に
生
じ
た
か
否
か

も
重
要
な
判
断
要
素
と
な
る
た
め
、
勤

務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
あ
ら
か
じ
め
明
確

に
し
て
お
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
業
務
の
都
合
や
、
安
全
配
慮

義
務
に
問
題
が
生
じ
る
場
合
（
た
と
え

制
度
を
、
所
定
労
働
日
（
複
数
の
場
合

を
含
む
）
の
前
後
の
両
方
ま
た
は
一
方

に
自
宅
以
外
の
場
所
に
滞
在
す
る
休

暇
・
休
日
等
が
あ
る
場
合
、
そ
の
所
定

労
働
日
を
、
当
該
滞
在
場
所
で
勤
務
す

る
こ
と
を
認
め
る
制
度
と
位
置
付
け
て

い
ま
す
。

⑵　

対
象
従
業
員
（
第
２
条
）

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
は
、
基
本
的

に
は
テ
レ
ワ
ー
ク
が
可
能
で
あ
る
従
業

員
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
通
常
の
テ
レ

ワ
ー
ク
は
、
自
宅
等
に
限
っ
て
認
め
る

こ
と
が
多
く
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度

の
対
象
従
業
員
を
テ
レ
ワ
ー
ク
よ
り
限

定
す
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

⑶　

利
用
日
数
（
第
３
条
）

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
に
つ
い
て
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

●１
　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
観
光
地
や

リ
ゾ
ー
ト
地
な
ど
で
、
情
報
通
信
技
術

を
活
用
し
た
勤
務
（
ワ
ー
ク
）
を
し
つ

つ
、
休
暇
（
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
を
楽
し

む
過
ご
し
方
を
意
味
し
ま
す
。
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
一
形
態

で
あ
り
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
や
、
有

休
の
取
得
促
進
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
規
程
作
成

に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

●２⑴　

定
義
（
第
１
条
）

　

本
書
式
例
で
は
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
規
程

１月号　妊娠・出産の申出をした労働者に対する周知・意向確認に関する書面
２月号　ワーケーション規程
３月号　ハラスメント窓口の周知文
４月号　副業・兼業における管理モデルの三者間合意書
５月号　育児休業中の就業に関する労使協定
６月号　育児休業中の就業に関する申出・提示・同意書

田
　
村
　
裕
一
郎

弁
護
士

古
　
田
　
裕
　
子

弁
護
士

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
等
に
よ
り
テ
レ
ワ
ー
ク
の
利
用
が
拡
大

す
る
な
ど
働
き
方
が
変
化
す
る
な
か
、「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

の
活
用
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
規
程
に
つ
い
て
の
留
意
点
を
説
明
し
ま
す
。
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ト
で
旅
行
等
に
行
く
こ
と
ま
で
禁
じ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑹　

労
働
時
間
管
理
（
第
６
条
）

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
に
お
い
て

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
と
同
様
に
、
労
働
時

間
の
管
理
が
問
題
と
な
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

特
に
時
間
単
位
、
半
日
単
位
の
有
休

を
利
用
す
る
場
合
等
に
は
、
所
定
の
始

業
・
終
業
時
間
と
異
な
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
の
勤
務
と
な
る
た
め
、
電
子
メ
ー

ル
、
勤
怠
管
理
ツ
ー
ル
な
ど
を
利
用
し

て
労
働
時
間
を
記
録
に
残
る
形
で
把
握

す
べ
き
で
す
。

⑺　

そ
の
他
（
第
７
条
以
下
）

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
に
お
け
る
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
つ
い
て
、

本
書
式
例
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
規
程
を
準

用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
は
、

出
張
と
は
異
な
り
、
従
業
員
の
申
し
出

に
よ
り
、
滞
在
場
所
に
お
い
て
の
勤
務

を
認
め
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
本
書
式

例
で
は
、
滞
在
費
や
往
復
交
通
費
等
は

従
業
員
が
負
担
す
る
こ
と
を
明
確
に
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
実
施
し
た
結
果
、
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
制
度
が
業
務
に
合
わ
な
い
場

合
も
あ
る
た
め
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制

度
を
廃
止
す
る
条
項
を
定
め
て
お
く
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。�

●▲

ば
、
滞
在
場
所
の
地
域
で
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
状
況
が
悪
化
し
、
医
療
体
制
が

ひ
っ
迫
し
て
い
る
場
合
）
等
に
お
い
て

は
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
利
用
の
許

可
を
取
り
消
す
こ
と
も
あ
り
得
る
た

め
、
本
書
式
例
で
は
そ
の
旨
を
記
載
し

て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
許
可
の
取
消
し
は
、
有
給

休
暇
の
取
得
や
従
業
員
が
プ
ラ
イ
ベ
ー

■ワーケーション規程例

た
む
ら
　
ゆ
う
い
ち
ろ
う
　
多
湖
・
岩
田
・
田
村
法
律
事
務
所
弁
護
士
。Y

ouT
ube

に

て
「
企
業
・
士
業
の
た
め
の
労
働
ト
ラ
ブ
ル
対
応 by 

弁
護
士
田
村
裕
一
郎
」
を
運
営
。

ふ
る
た
　
ひ
ろ
こ
　
多
湖
・
岩
田
・
田
村
法
律
事
務
所
弁
護
士
。

ワーケーション規程

　この規程は、ワーケーション制度に関し、次のとおり定める。
第１条　ワーケーション制度とは、従業員が、休暇・休日等を利用して自宅以外の場所で余暇を過

ごす場合において、所定労働日（複数の場合を含む）の前後の両方または一方に当該場所に
滞在する休暇・休日等があるとき、その所定労働日を、当該滞在場所で勤務することを認め
る制度をいう。

第２条　ワーケーション制度の対象従業員は、次の各号をすべて満たした者とする。
　　⑴　在宅勤務（テレワーク）の対象従業員
　　⑵　略
第３条　ワーケーション制度は、毎年４月１日からの１年間につき、○回に限り、１回あたり○所

定労働日まで利用できるものとする。
第４条　ワーケーション制度を利用する場合、従業員は次の条件を満たす滞在場所を選定しなけれ

ばならない。
　　⑴　テレワークに必要な、インターネットの接続環境、照明、デスク、椅子等の作業環境が整

っていること
　　⑵　滞在場所は国内であること
　　⑶　略
第５条　ワーケーション制度を利用しようとする従業員は、期間、滞在場所、ワーケーション期間

中の所定労働日の勤務スケジュールおよび有給休暇の取得予定等を所定の申請用紙に記載の
うえ、ワーケーション期間開始日の２週間前までに、所属長に申請しなければならない。所
属長は、許可の判断を申請日から３営業日以内に行なうものとする。

　２　　所属長は、⑴業務に支障が生ずる可能性がある場合、⑵滞在場所における就業環境または
移動中の安全性等に問題が生じる可能性がある場合、⑶その他ワーケーション制度の利用を
不適当と判断する事由が生じた場合、前項の許可を取り消すことができる。

　３　　略
第６条　従業員は、ワーケーション期間中の労働時間に関し、業務の開始および終了（中抜けの場

合も含む）について、勤怠管理ツールにより報告しなければならない。
　２　　略
第７条　ワーケーション期間中の情報通信機器の貸与については、テレワーク規程第○条を準用する。
第８条　ワーケーション期間中の滞在費、滞在場所との往復交通費等は従業員の負担とする。
第９条以下略




